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１.会社概要

① 事業所、代表者、および所在地

九州清掃事業センター株式会社

北九州市小倉北区親和町6番30号

井手幸太郎

② 事業内容

・産業廃棄物収集運搬 ・配水池TV調査・清掃ロボット

・産業廃棄物中間処理 ・浄化槽維持管理

・一般廃棄物収集運搬 ・道路・歩道清掃

・し尿汲み取り（仮設・既設） ・下水道管路施設・処理場維持管理

・貯水槽清掃

③ 会社規模

昭和44年4月

1,000万円

4月1日～3月31日

④ 事業規模

単位

ｔ

ｔ

百万円

人

（2021年度まで運搬量産廃のみ） （2022年度運搬収集量一廃も含む）

⑤ 環境管理責任者、および連絡先

環境管理責任者 ： 専務取締役 常岡　渉

EA21　事務局 ： 山田英二 山本莉菜

連絡先 　TEL 093-581-0150

　FAX 093-581-0153

  E-mail q-sei-center@dance.ocn.ne.jp

  URL http://qsei-box.com

⑥ 対象範囲　：　全組織・全活動

　　（うち、「株式会社 九清」の範囲を除く）

活動内容

一般廃棄物・産業廃棄物の収集運搬、中間処理、またこれに伴う全事業活動等とし、

全従業員を対象に実施する。
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事業者名

所在地

代表者名

設　立

資本金

運搬量 13842.91 12452.35

事業年度

項 目

従業員数 34 34

処理量 1507.7 1407.67

売上高 338.5 342.3

本社処理場　  北九州市小倉北区親和町22番1号

若松処理場　  北九州市若松区響町一丁目90番3号

288322.35

2022年

本社　　　   　  北九州市小倉北区親和町6番30号

34

321.6

1239.33

2020年 2021年



⑦ 行政許可内容

区分

有効年月日

福岡県
04000014012号 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

令和元年8月2日
令和6年8月1日

山口県
03500014012号 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

令和元年11月12日
令和6年11月11日

大分県
04408014012号 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

令和2年7月31日
令和7年7月30日

中間処理業
北九州市
(天日乾燥･脱水)
07620014012号

●
令和3年4月7日
令和8年4月6日

収集運搬業
北九一廃
第018号 ● ●

令和4年4月1日
令和6年3月31日

浄化槽
保守点検
環循業第2133号

令和4年4月8日
令和7年4月7日

⑧ 保有車両

・10ｔ深箱ダンプ 4 台 ・軽型清掃ダンプ車 3 台

・7ｔし尿バキューム車 1 台 ・軽型トラック車 2 台

・大型道路清掃車 1 台 ・軽型バン車 2 台

・大型特殊吸引車 1 台 ・4ｔし尿バキューム車 2 台

・大型アームローラー車 1 台 ・2ｔし尿バキューム車 3 台

・中機塵芥収集車（6㎥以上） 5 台 ・中型高圧洗浄車 1 台

・小機塵芥収集車（6㎥未満） 3 台 ・中型特殊吸引車 2 台

・3ｔ清掃ダンプ車 3 台 ・場内用フォークリフト 1 台

・2ｔ清掃ダンプ車 1 台

・1ｔトラック車 1 台

⑨ 処理施設

⑩ 処理フロー
天日乾燥 最終処分
脱水 リサイクル

収集運搬 収集運搬 最終処分
（自社･他社） （自　社）
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360.0㎥若松処理場

廃棄物の種類
汚　　泥
汚　　泥

処理能力
24㎥/8Ｈ
24㎥/24Ｈ

*1   特別管理産業廃棄物はなし　　水銀、石綿は一部品目に限る
         一部品目は、シュレッダーダストを除く

*2   市指定、委託業者(みなし許可)   積み替え保管なし         

*3   点検のみ、収集運搬はなし

名　　称
本社処理場

保管能力
39.9㎥

鉱
さ
い

が
れ
き
類

許可年月日

業種別

燃
え
が
ら

汚
泥

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

廃
プ
ラ
類

紙
く
ず

木
く
ず

繊
維
く
ず

動
植
物
製
残
さ

動
物
系
固
形
物

水
銀
使
用
製
品

石
綿
含
有
廃
棄
物

A
類

排出者 中間処理

品目

産業廃棄物 一般

し
尿

収集運搬業

動
物
の
ふ
ん
尿

動
物
の
死
体

ば
い
じ
ん

そ
の
他

水
銀
含
有
ば
い
じ
ん

ゴ
ム
く
ず

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス
・
陶
磁
器

*1

*2

*3



*EA21委員会　：　各部門長、事務局および専務取締役で構成し、3ヶ月毎に各事項の審議・進捗

の確認を行う。
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２．実施体制(組織、役割・権限）

　代表取締役社長

　井手　幸太郎

業務・工事の補助

2.問題点の指摘と是正措置

再生率向上

　業務部門

　林　秋仁

1.環境経営計画の実施

　工事部門

　道添 清美

1.環境経営計画の実施

　特命部門

　三村 喜録

1.環境経営計画の実施

事務・営業部門

山田　英二

1.環境経営計画の実施

EA21事務局

山田英二
山本莉菜

1.ＥＡ21責任者の補佐
2.環境関連法規の取りまとめ及び
　順守状況の確認、改定チェック
3.教育・訓練計画策定と、実施
　（緊急時対応　訓練・試験含）
4.データの集計、環境文書作成及び
　記録の作成、管理
5.その他ＥＡ21に関する業務

グリーン購入向上

教育・外部向上

2.問題点の指摘と是正措置

電気の削減

2.問題点の指摘と是正措置

化石燃料削減

2.問題点の指摘と是正措置

自社廃棄物の把握と削減 水資源の把握と削減

受託廃棄物の把握と削減

専務取締役

常岡　渉

　　代表者

1.環境経営方針の策定
2.ＥＡ21責任者の任命
3.必要な経営資源の準備
4.全体の評価と見直し・改善等指示
5.環境活動レポートの承認
6.環境経営目標及び環境経営計画の承認

　　環境管理責任者

1.ＥＡ21システムの確立、実施、推進、維持管理
2.環境への負荷及び取り組みへの自己チェックの実施
3.環境経営目標及び環境経営計画の策定
4.環境活動レポートの作成
5.ＥＡ21に関する実施把握と報告



３.環境経営方針

≪基本理念≫
九州清掃事業センター株式会社は、地域環境整備を重要な課題と位置づけ、社業に誇りを持ち、

それを通じて環境負荷低減、地域貢献に積極的に取り組みます。

≪環境理念≫
九州清掃事業センター株式会社はエコアクション21に基づく環境経営システムを構築・運用する

ことにより着実に環境保全活動を行い、会社の発展による継続的な環境の改善を目指します。

≪行動指針≫
環境経営システムを次の指針に基づき、実効性のある活動を実施します。

1.二酸化炭素排出量を削減
節電や、エコドライブを実施し、効率的なエネルギー使用を推進し、化石燃料の使用量を削減

します。

２.廃棄物の削減及び再資源化
書類の電子化を進め、紙の使用量を削減します。またごみの分別を徹底するほか、排出業者で

ある顧客、関係者にも分別を推薦し、リサイクル率を向上します。

３.水使用量の削減
雨水、再生水の活用を進め、水道水の利用を削減します。

４.資材の選定
環境負荷の少ない廃棄物処理工程を常に模索します。また、化学物質の使用については適正に

努め無駄を排除します。使用する資材等のグリーン購入を進めます。

５.法令等尊守
関連する環境関連法規・条例等はもとより、ほかの法令等についてもコンプライアンスを堅持

します。

６.地域貢献
地域社会と良好な環境コミュニケーションを図り、地域の環境保全に努めます。

７.衛生管理
昨今の病禍の社会下において、ライフラインを支える弊社に対する社会的要求を念頭に置き、よ

り一層の衛生管理・情報の収集・予防措置の実施を図る。

８.意識向上・公開
この環境方針を従業員に周知するとともに、研修や教育を行い環境保全に向けた意識向上に努

めます。また、広く一般に公表します。

2018年　6月 　1日　制定

2019年　1月　10日　改定

九州清掃事業センター　株式会社

代表取締役　井手幸太郎
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４.環境経営目標
2022年4月 4 日作成

基　準

2021年度実績 2022年度 2023年度 2024年度

㎏-CO2 237,250 234,878 232,529 230,203

26,952 26,682 26,415

(-1%) (-2%) (-3%)

5,332 5,279 5,226
(-1%) (-2%) (-3%)

ℓ/百万円 16.1 15.9 15.8 15.6

81,228 80,415 79,611

(-1%) (-2%) (-3%)

ℓ/百万円 246.5 244.0 241.6 239.2

％ 74.0% 75%以上 76%以上 77%以上

51.7 51.2 50.6

(-1%) (-2%) (-3%)

1,090 1,079 1,068

(-1%) (-2%) (-3%)

購入品目数 4 4(4.04) 4(4.08) 4(4.12)

件数 1 1 1 1

件数 16 17 18 19

※電力の二酸化炭素排出量係数は、九州電力(2020年度調整後排出係数）0.479 kg-CO2/kWhを使用
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5.グリーン購入の推進

6
環
境
保
全

①教育訓練（回）

②地域清掃活動

2.受託廃棄物のリサイクル率向上

3.自社排出廃棄物の削減 ｔ 52.2

4.水使用量の削減 1,101

①電気使用量の削減 kWh 27,224

②ガソリン使用量削減

ℓ 5,386

③軽油使用量の削減 ℓ 82,048

m3

1.二酸化炭素排出量の削減

当社の環境目標は、環境負荷の調査結果より以下のような目標を設定いたしました。
尚、目標設定は2021年度実績を基準としています。

環境経営目標

目標・活動項目(単位) 単位

目　標(2021年度比)



５.　環境経営計画 2022年4月1日作成

九州清掃事業センター株式会社

環境活動計画表　（2022年4月～2023年3月）

Ｎｏ．
実施部門
責任者

1 電気使用量の削減

③節電シールの表示

④クールビズの取り組み

⑤昼休みの消灯

2 燃料使用量の削減 ①アイドリングストップの徹底

（運搬車燃料：ガソリン、軽油） ②車両燃料使用量と走行距離のチェック

③「エコドライブのすすめ」の車両掲示

3 受託廃棄物のリサイクル率向上 ①汚泥の再資源化

②リユース、リサイクル業者の積極利用

③リユース、リサイクル業者の情報収集

④既存処分場のリサイクル率取組の把握

4 自社排出廃棄物の削減 ①廃棄物の分別の徹底(数量管理）

②リユース、リサイクル推進活動の展開

③コピー用紙の削減

5 水使用量の削減 ①節水シールの表示確認

②漏水の点検

③雨水・下水道再生水の利用

6 グリーン購入の促進 ①グリーン購入対象品への切替 山田

7 環境保全活動の実施 ①教育訓練の実施

②地域清掃活動参加

8

環境経営目標 実施項目

道添

山田

①未使用時のＯＡ機器・電気消灯の徹底

②空調温度管理の徹底
　　（冬季22℃・夏季25℃設定）

林

道添

山田

林



６.環境経営目標の実績
環境経営目標に対する達成状況は以下のとおりです。

基　準 実削減

2021年度実績 目標 実績 対目標

㎏-CO2 237,250 234,878 233,309 -1,568.5 100.7 〇

kWh 27,224 26,952 23,790 -3,161.8 113.3 〇

ℓ 5,386 5,332 4,044 -1,288.1 131.9 〇

ℓ/百万円 16.1 15.9 12.8 -3.1 124.5 〇

ℓ 82,048 81,228 82,367 1,139.5 98.6 ×

ℓ/百万円 246.5 243.9 260.0 16.1 93.8 ×

％ 74.0% 81.0% 99.0% -18% 122.2 〇

ｔ 52.2 51.7 51.8 0.1 99.8 ×

m3 1,101 1,090 1,054 -36.0 103.4 〇

購入品目数 4 4 4 0 100.0 〇

件数 1 1 2 1 200.0 〇

件数 16 12 15 3 125.0 〇

※電力の二酸化炭素排出量係数は、九州電力(2020年度調整後排出係数）0.479 kg-CO2/kWhを使用

７.環境経営計画の取組結果と評価、及び次年度の取り組み内容

1 電力使用量の削減

春、夏場の気温上昇が顕著で、使用量は増加し、結果達成できませんでした。人が少ない部屋の空調OFFなどを

利用し、暑い中でも削減につながるよう取り組んでいきたい。

2 燃料使用量の削減

燃料の通年使用量は達成できた。他項目が未達のものもあるため、削減できるところは引き続き積極的に

削減に取り組んでいきたい。

3 受託廃棄物リサイクル率の向上

処分場がしている業務内容、またリサイクル負荷の品目を取り扱う業務の都合上、リサイクル先に持ち込めない

場合がある。　変動幅を見込んで目標値の見直しを図りたい。

4 自社廃棄物の削減

未達成となったが、昨年よりも削減出来ており、目標にも近づけた。引き続き削減に努めて参りたい。

5 水資源使用量の削減

事務所の削減は進んでいる。より多く使う作業に供する水をどう削減していくかがポイントになる。雑用水には、

下水道処理水の積極利用を進めていきたい。 処理水は市と委託契約済みの会社は無料、それ以外は有料に

なるため、注意が必要である。

6 グリーン購入の推進

本年度実績では達成できた。品目によっては廃版にっているものがある。今後も情報収集に努めて参りたい。

また、古紙などの例で、使用率が低い製品もあり、しっかり吟味していきたい。

7 環境保全活動の実施

本年度は引き続き、COVID-19の発生により、公共・業界ともに集まることを自粛しての結果でした。

活動形式を見直し、可能な限り積極的に推進していきたい。
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4.水資源使用量の削減

5.グリーン購入の推進

6
環
境
保
全

①教育訓練（回）

②地域清掃活動

評価

1. 二酸化炭素排出量の削減

3.自社排出廃棄物の削減

目標・活動項目(単位) 単位
2022年度 達成率

(目標/実績）

①電気使用量の削減

②ガソリン使用量削減

③軽油使用量の削減

2.受託廃棄物のリサイクル率向上



８.　次年度の環境経営目標、環境経営計画
2023年4月11日作成

九州清掃事業センター株式会社

環境経営計画表　（2023年4月～2024年3月）

Ｎｏ．
実施部門
責任者

1 電気使用量の削減

③節電シールの表示

④クールビズの取り組み

⑤昼休みの消灯

2 燃料使用量の削減 ①アイドリングストップの徹底

（運搬車燃料：ガソリン、軽油） ②車両燃料使用量と走行距離のチェック

③「エコドライブのすすめ」の車両掲示

3 受託廃棄物のリサイクル率向上 ①汚泥の再資源化

②リユース、リサイクル業者の積極利用

③リユース、リサイクル業者の情報収集

④既存処分場のリサイクル率取組の把握

4 自社排出廃棄物の削減 ①廃棄物の分別の徹底(数量管理）

②リユース、リサイクル推進活動の展開

③コピー用紙の削減

5 水使用量の削減 ①節水シールの表示確認

②漏水の点検

③雨水・下水道再生水の利用

6 グリーン購入の促進 ①グリーン購入対象品への切替 山田

7 環境保全活動の実施 ①教育訓練の実施

②地域清掃活動参加
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山田

林

道添

山田

環境経営目標 実施項目

①未使用時のＯＡ機器・電気消灯の徹底

林

②空調温度管理の徹底
　　（冬季22℃・夏季25℃設定）

道添



９．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反・
　　訴訟等の有無

当社が遵守しなければならない主な環境関連法規等は次の通りです。

廃掃法、フロン排出抑制法、家電リサイクル法、自動車リサイクル法、消防法、
騒音規制法、悪臭防止法、北九州市条例等

それらの遵守状況を確認した結果、環境関連法規への違反はありませんでした。
なお、関係当局より違反の指摘、利益関係者からの訴訟等もありませんでした。

10．代表者による全体評価と見直しの結果

　コロナ禍における公共サービス業界全般は感染の危険性、市民の目、公共の目 
との戦いでした。
安全最優先の中で、自社の環境経営活動の取り組みについて社内でも検討、
見直しを重ねた結果、使用ｴﾈﾙｷﾞｰの削減やリサイクル先のリサーチ等、また可能
な限りの地域活動を通じ、中間審査前から若干は活動出来たと思います。

　しかしながら、前記したコロナ禍での活動には、世論として自粛・抑制傾向にあり
限定的であった事も否めません。
　今後は通常の生活形態に戻すよう、国・自治体の検討も進んでいるようであり、
趨勢を見守っているところです。
　環境経営活動に積極的に取り組める状態を期待し、いっそう全社で取り組んで
いこうと思います。
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１１．地域清掃活動実施風景
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